
一 

次
の
（
１
）
～
（
６
）
の
文
を
、
〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
文
節
に
区
切
り
、
助
動
詞
に
線
を

引
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
完
答 

各
一
点
】  

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
例
〉 

こ
れ
か
ら
／
集
会
を
／
始
め
ま
す
。 

（
１
） 

ロ
ボ
ッ
ト
に
／
字
を
／
書
か
せ
る
／
実
験
を
／
行
う
。 

（
２
） 

遠
く
に
／
住
む
／
祖
父
母
に
／
会
い
た
い
と
／
思
う
。 

（
３
） 

植
物
が
／
育
た
な
い
／
原
因
を
／
突
き
止
め
る
。 

（
４
） 

問
題
の
／
答
え
を
／
一
緒
に
／
確
か
め
よ
う
。 

（
５
） 

あ
の
／
男
性
は
／
有
名
な
／
建
物
を
／
設
計
し
た
ら
し
い
。 

（
６
） 

二
度
と
／
弱
音
は
／
言
う
ま
い
と
／
心
に
／
誓
う
。 

 

二 

次
の
（
１
）
～
（
４
）
の 

 
 

 

線
部
と
意
味
・
用
法
が
同
じ
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら 

一
つ
選
ん
で
、
記
号
に
○
を
付
け
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
各
一
点
】 

（
１
） 

明
日
は
休
日
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
寝
ら
れ
る
と
思
っ
た
。 

ア 

お
客
様
が
来
ら
れ
る
。  

イ 

自
分
で
着
物
を
着
ら
れ
る
。 

ウ 

友
達
に
助
け
ら
れ
る
。  

エ 

風
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
。 

（
２
） 

彼
女
は
猫
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
筆
箱
を
買
う
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

ア 

高
層
ビ
ル
が
完
成
し
た
。 

イ 

出
発
は
明
日
で
し
た
ね
。 

ウ 

昨
日
は
早
く
寝
た
。  

 

エ 

本
が
入
った
か
ば
ん
を
持
つ
。  

 
 

 
 

 
 
 

（
３
） 

 

来
年
は
、
こ
の
会
場
で
大
き
な
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

 

ア 

彼
が
優
勝
し
た
そ
う
だ
。 

イ 

今
夜
は
徹
夜
に
な
り
そ
う
だ
。 

ウ 

雨
が
降
り
そ
う
だ
。  

 
 

エ  

そ
の
本
は
難
し
そ
う
だ
。  

 
 

（
４
） 

降
り
積
も
った
雪
が
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
だ
。 

ア 

雨
は
や
ん
だ
よ
う
だ
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

そ
の
風
景
は
絵
画
の
よ
う
だ
。 

ウ 

彼
は
来
な
い
よ
う
だ
。  

 

エ 

み
ん
な
満
足
し
た
よ
う
だ
。 

 
組 

 

番 

  

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

① 

 

氏 

名 

  

             

付
属
語
① 

／ 
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